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[ 方 法 ] 
１．新しい耳鳴重症度と治療分類の作成 
 1)対象 
2007 年より 2009 年の間に、耳鳴を主訴に名古屋市立大学と春日井市民病院を受診し、6
か月以上治療を行った 113名を対象とした。 
 2)重症度分類 
  耳鳴の苦痛度は Tinnitus Handicap Inventory(THI)で評価した。THI は McCombe の分類
により T1（0-56点）、T2（57-100点）に分類した。 
  耳鳴患者の精神状態について、Hospital Anxiety and Depression Scale(HADS)により評
価した。HADSは、Kugaya の分類により抑うつ不安無しを M1（0-10 点）、抑うつ不安が疑わ
れるを M2（11-19点）、重症の抑うつ不安がある M3（20-42点）と分類した。 
  うつ病の診断基準と破滅的なエピソードより、ⅰ)ほとんど毎日の不眠、ⅱ)活動に高度
の支障をきたす、ⅲ)人間関係の破綻、ⅳ)希死念慮の項目を設定し、1 項目も該当しない
場合を C0、1項目該当を C1、2-4項目該当を C2と分類した。 
T,M,Cのサブスケールから重症度を 5段階に分類し、GradeⅠは T1,M1 又は M2,C0、Grade
Ⅱは T2,M1 又は M2,C0、GradeⅢは T1 又は 2,M3,C0、GradeⅣは T1 又は T2,M1 又は M2 又は
M3,C1、GradeⅤは T1 又は T2,M1又は M2又は M3,C2と規定した。 
 3)実用的な治療プロトコールの開発 









[ 結 果 ] 
1. 新しい耳鳴重症度分類と実用的な治療プロトコールの開発 









  治療前後の THIは、GradeⅡ、Ⅳ、Ⅴ、同様に HADSでは、GradeⅣ、Ⅴ、破滅的エピソー
ドでは GradeⅣ、Ⅴにおいてにおいて有意な改善をみとめた。GradeⅡ10名中 7名が Grade
Ⅰに改善し、GradeⅢ1 名は GradeⅠに、GradeⅣ19 名中 GradeⅠに 9 名、GradeⅡに 3 名、
GradeⅢに 1名、GradeⅤ9名中 GradeⅠに 2名、GradeⅡに 2名、GradeⅣに 2名に改善した。
一方、GradeⅠの 43名中 33名は GradeⅠにとどまったが、5名は GradeⅡ、1名は GradeⅢ、
4名は GradeⅣに悪化した。GradeⅠにとどまった 33名の THIは治療前後で有意に改善した
が、HADSは変化なかった。 
 
























    










 耳鳴患者の苦痛度、精神状態、破滅的エピソードを Tinnitus Handicap Inventory(THI)、Hospital 









 113 例の耳鳴患者は耳鳴順応療法である Tinnitus Retraining Therapy(TRT)を基本的治療としたが、
GradeⅢ,Ⅳ、GradeⅤに対しては向精神薬を併用した頻度が高かった。さらに、GradeⅤでは約半数が精神
的治療を受けていた。この結果から、GradeⅠに対しては環境音を用いる TRT、GradeⅡに対してはサウンド




GradeⅡ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅴの中等度～重症で半数以上に Grade の改善がみられた。治療前後の THI は、GradeⅡ,
Ⅳ,Ⅴ、同様に HADS では、GradeⅣ,Ⅴ、破滅的エピソードでは GradeⅣ,Ⅴにおいてにおいて有意な改善を












類の妥当性について、6) 対象の脱落例について、7)Catastrophic 項目の統計的評価について、8) カウ
ンセリングの内容について等、計 8 項目、次いで第 1 副査の松川教授より、1）側方抑制を含む耳鳴のメカ
ニズムについて、2）心因的要素と神経活動について、3)THI と HADS の内容と各項目の独立性について、
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